
【復興交付金事業計画の個別事業の実績に関する評価様式】       

事業番号 Ａ-４-１ 

事 業 名 埋蔵文化財発掘調査事業 

事 業 費 総額 6,100千円（国費 4,574千円）      

（内訳:賃金 2,384千円、報償費 20千円、旅費 663千円、需用費 456千円 

  役務費 88千円、使用料及び賃借料 1,439千円、工事請負費 1,050千円） 

事業期間 平成 24年度～平成 26年度 

事業目的  

津波により被災した個人住宅及び店舗等が、埋蔵文化財包蔵地内において新築工事等を

行う場合に、試掘調査及び記録保存を目的とした発掘調査を実施するものである。 

事業地区 

  田野畑村 和野地区    

 ※別紙の図面・写真を参照  

事業結果〔整備概要〕 

〇試掘調査：6件 

〇本調査  ：1件 縄文時代、中世～近世 発掘面積 252㎡ 

 

事業の実績に関する評価  

 

① 事業結果の活用状況に関する調査・分析・評価 

〇 文化財の記録及び保存と、個人住宅の円滑な再建着工が適切に果たされ、被災者の生

活再建に寄与した。 

⇒ 上記を踏まえ、本事業は事業目的に即した効果を発揮していると判断する。 

 

② コストに関する調査・分析・評価 

〇 発掘調査については、県教育委員会から派遣された調査員により実施し、整理作業に

ついては、村が雇用した専門職により実施することで、調査全体としてコスト削減を実

現できた。 

⇒ 上記を踏まえ、本事業に要したコストは妥当と判断する。 

 

③ 事業手法に関する調査・分析・評価 

 想定事業期間 実際の事業期間 

試掘調査期間 平成 24年度 平成 24年度 

発掘調査期間 平成 25年度 平成 25年度 

整理・編集作業等期間 平成 25年度～平成 26年度 平成 25年度～平成 26年度 

○ 同時期に村内の別な場所で高台移転のための大規模な発掘調査が実施されており、

必要な作業員数の確保が困難であったため、県教育委員会からの調査員の増員で対応

し、想定事業期間内に事業完了することができた。 

⇒ 想定事業期間内で整備を終えており、妥当であったと判断する。 

 

 

 

事業担当部局 

 

田野畑村 教育委員会事務局（社会教育班） 電話番号：0194-34-2226 

 



 

 

 

 

 

別 紙 



 

遺構配置図 

 

 

 

 

調査区全景 



復興交付金事業計画の個別事業の実績に関する評価様式】        

事業番号 Ａ-４-１-１ 

事 業 名 埋蔵文化財収蔵整理棚等整備事業 

事 業 費 総額 2,721千円 （国費 2,176千円） 

（備品購入費:2,721千円） 

事業期間 令和元年度 

事業目的  

 津波により被災した個人住宅、漁業集団移転事業等の復興関連事業に伴う埋蔵文化財発

掘調査で出土した、遺物等の整理・収納・活用を適切に行うための整理棚の整備を実施した

ものである。 

事業地区 

  田野畑村 菅窪地区    

 ※別紙の図面・写真を参照  

事業結果〔整備概要〕※項目は適宜（下記の内容は参考まで） 

〇整備物品 ：スチール製中量棚 ３段×２５、スチール製書架 ６段×１１ 

 

事業の実績に関する評価  

 

① 事業結果の活用状況に関する調査・分析・評価 

文化財資料を保管する場所は、後世に貴重な文化財を伝え残すのに不可欠なものであ

る。また、資料の劣化、散逸を防ぎ後世に伝えるためにも有効である。 

⇒ 上記を踏まえ、本事業は事業目的に即した効果を発揮していると判断する。 

 

② コストに関する調査・分析・評価 

見積徴収を 3社以上から行い、コストの縮減を図った。また、目的は埋蔵文化財を保管管

理することであり、そのための必要最低限の設備とした。 

⇒ 上記を踏まえ、本事業に要したコストは妥当と判断する。 

 

③ 事業手法に関する調査・分析・評価 

 想定事業期間 実際の事業期間 

設置 令和元年度 令和元年度 

〇 想定事業期間内に事業完了することができた。 

⇒ 想定事業期間内で整備を終えており、妥当であったと判断する。 

 

 

事業担当部局 

田野畑村 教育委員会事務局（社会教育班） 電話番号：0194-34-2226 

 



 

 

 

 

 

 

別 紙 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置図 

 

 

 

 

配置状況 

 


